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『
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論
同
異
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』・『
一
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二
門
大
意
』

中
国
清
華
大
学
哲
学
研
究
科
准
教
授　
　

聖
　
凱
（
原
著
）

　
　
一
、
は
じ
め
に

　
『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』
と
略
称
）
は
「
馬
鳴
菩
薩
造
、
真
諦
三
蔵
譯
」
と
記
す
。
六
世
紀
中
後
期
以
来
、
中
国
仏
教
の
思

想
は
発
展
し
た
が
、
と
り
わ
け
天
台
・
華
厳
・
禅
宗
さ
ら
に
浄
土
宗
な
ど
の
宗
派
の
思
想
史
上
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
本
書
の
重
大
な

影
響
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
二
十
世
紀
の
は
じ
め
、
中
国
と
日
本
の
仏
教
界
で
は
『
起
信
論
』
の
真
偽
に
つ
い
て
激
し
い
論

争
が
巻
き
起
こ
り
、
そ
こ
で
中
国
撰
述
・
印
度
撰
述
そ
れ
ぞ
れ
の
様
々
な
立
場
が
次
々
と
登
場
し
、
こ
の
百
年
来
の
『
起
信
論
』
研
究
、

引
い
て
は
中
国
・
印
度
仏
教
学
研
究
の
ブ
ー
ム
を
推
し
進
め
て
き
た
。 

　

現
存
す
る『
続
蔵
経
』中
に
収
め
ら
れ
た『
起
信
論
一
心
二
門
大
意
』（（N

o. 754

）に
は
、「
楊
州
智
愷
作
」と
記
さ
れ
、ま
た
一
方
で
、『
大

乗
起
信
論
同
異
略
集
』（N

o. 759

）
に
は
、「
青
丘
沙
門
見
登
之
補
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
学
界
で
は
、
こ
れ
ま
で
前
者
が
偽
作
で
あ
る

と
断
定
さ
れ
て
来
た
一
方
で
、
後
者
は
一
貫
し
て
見
登
の
著
作
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、『
韓
国
仏
教
全
書
』
に
収
録
さ
れ
た
。
筆
者
は
文

献
学
的
比
較
検
討
と
思
想
史
的
整
理
を
通
し
て
、
ま
た
『
大
日
本
古
文
書
』
と
『
大
正
蔵
』、『
続
蔵
経
』
を
電
子
検
索
し
、
両
書
の
か
す

か
な
痕
跡
を
探
究
す
る
こ
と
で
、
中
日
韓
仏
教
に
お
け
る
『
起
信
論
』
の
流
伝
形
態
を
研
究
す
る
た
め
に
新
た
な
視
点
と
研
究
成
果
を
提

示
で
き
れ
ば
と
思
う
。
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二
、
智
憬
と
『
同
異
略
集
』

　
『
卍
続
蔵
経
』
所
収
の
『
同
異
略
集
』
に
は
「
青
丘
沙
門
見
登
之
補
」
と
記
さ
れ
る
。『
東
域
伝
灯
目
録
』
に
は
「『
起
信
論
同
玄
章
』、

新
羅
元
暁
」 
が
採
録
さ
れ
る
も
の
の
、「
同
玄
」
と
「
同
異
」
と
で
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
円
超
『
華
厳
宗
章
疏

并
因
明
録
』（
九
一
四
年
）
に
は
「『
起
信
論
同
異
章
』
一
巻
、興
福
寺
智
憬
述
」 

と
記
載
さ
れ
、ま
た
永
超
『
東
域
伝
灯
目
録
』（
一
〇
九
四

年
）
に
は
「『
唯
識
起
信
論
同
異
章
』
一
巻
、
興
福
寺
智
憬
述
」 

と
記
載
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
録
の
記
載
と
現
存
の
題
記
に
は
あ

る
程
度
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
凝
然
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
一
）『
五
教
章
通
路
記
』
に
は
、「
日
本
智
憬
大
德
」
の
『
起
信
唯
識
同
異
章
』
と
い
う

二
条
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
現
存
す
る
『
同
異
略
集
』
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
『
同
異
略
集
』
巻
下
に

次
の
よ
う
に
言
う
。

新
羅
元
暁
法
師
、
飛
龍
之
化
、
灒
于
青
丘
、
故
字
丘
龍
。
大
周
法
蔵
和
上
、
駕
象
之
德
、
振
于
唐
幡
、
故
字
香
象
。
伝
記
如
斯
、

見
者
知
之
。
然
此
論
宗
卓
爾
不
群
、
固
是
枯
槁
赴
淵
之
者
、
為
凡
而
已
矣
。
西
河
洙
泗
之
徒
、
刻
意
而
退
矣
。
憬
悟
暗
魯
侯
之
齒复
、

語
至
道
之
玄
、
強
望
馬
鳴
之
冥
加
、
仰
賴
私
師
之
洪
恩
、
忽
率
性
霊
之
愚
、
忝
集
同
異
之
趣
。（
新
羅
の
元
暁
法
師
、
飛
龍
の
化
あ
り
て
、

青
丘
に
灒
す
、
故
に
丘
龍
と
字
す
。
大
周
の
法
蔵
和
上
、
駕
象
の
德
あ
り
て
、
唐
幡
を
振
る
、
故
に
香
象
と
字
す
。
伝
記
斯
く
の
如
く
し
て
、
見
る
者

は
之
を
知
る
。
然
ら
ば
此
の
論
宗 

卓
爾
不
群
な
る
も
、
固
よ
り
是
れ
枯
槁
赴
淵
の
者
な
れ
ば
、
凡
と
為
る
の
み
。
西
河
洙
泗
の
徒
な
れ
ば
、
意
を
刻
し

て
退
く
。
憬 

悟
え
ら
く
、
暗
き
こ
と
魯
侯
之
齒复
な
る
も
、
至
道
の
玄
を
語
ら
ん
と
て
、
強
く
馬
鳴
の
冥
加
を
望
み
、
仰
ぎ
て
私
師
の
洪
恩
を
賴
り
、
忽

せ
に
性
霊
の
愚
に
率
い
、
忝
な
く
同
異
の
趣
を
集
む
。） 
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こ
の
一
段
は
凝
然
の
引
用
と
同
じ
で
あ
り
、
し
か
も
後
半
で
言
及
す
る
「
憬
」
と
は
、
す
な
わ
ち
作
者
本
人
で
あ
る
「
智
憬
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
同
異
略
集
』
の
真
の
作
者
は
智
憬
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
『
同
異
略
集
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
作
者
の
生
涯
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

余
幸
生
東
偶
、
僅
遇
遺
法
。
本
命
十
一
、
投
於
鐘
山
僧
統
。
年
次
十
七
、
纔
預
出
塵
之
真
。（
余 

幸
い
に
し
て
東
偶
に
生
ま
れ
、
僅
か

に
遺
法
に
遇
う
。
本
命
十
一
に
し
て
、
鐘
山
の
僧
統
に
投
ず
。
年
次
十
七
に
し
て
、
纔
か
に
出
塵
の
真
に
預
か
る
。） 

　

崔
鈆
植
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
鐘
山
僧
統
」
と
は
日
本
の
華
厳
宗
の
祖
師
良
辨
（
六
八
九
～
七
七
三
）
だ
と
い
う
。 　

聖
武
天
皇
の
天

平
十
二
年
（
七
四
〇
）、
良
辨
は
天
皇
に
上
奏
し
、
勅
命
に
よ
っ
て
新
羅
僧
審
祥
を
金
鐘
道
場
に
招
聘
し
、『
華
厳
経
』
を
講
義
さ
せ
る
よ

う
請
願
し
て
い
る
。「
金
鐘
道
場
」と
は
金
鐘
寺
の
こ
と
で
、或
い
は
金
鐘
山
房
と
も
称
し
た
が
、後
に
増
設
し
て
東
大
寺
法
華
堂
と
な
っ
た
。 

審
祥
は
（
？
～
七
四
二
）
は
か
つ
て
入
唐
し
て
賢
首
宝
蔵
に
華
厳
宗
を
学
ん
だ
。
日
本
の
天
平
年
間
（
七
二
九
～
七
四
九
）
に
来
日
し
、

奈
良
の
大
安
寺
に
住
ん
だ
。
後
に
厳
智
の
推
挙
を
経
て
、
良
辨
の
招
き
に
応
じ
て
金
鐘
寺
に
赴
い
た
が
、
そ
こ
で
彼
は
法
蔵
『
華
厳
経
探

玄
記
』
に
基
づ
い
て
、旧
訳
『
華
厳
経
』
を
講
述
し
た
。
普
機
『
華
厳
一
乗
開
心
論
』
に
は
、「
又
有
我
日
本
国
、依
憑
華
厳
僧
良
辨
大
德
、

以
去
天
平
十
二
年
庚
辰
十
月
八
日
、
於
金
鐘
山
寺
、
奉
為
聖
朝
、
請
青
丘
留
學
華
厳
審
詳
大
德
、
初
開
講
。（
又
た
我
が
日
本
国
、
依
憑

華
厳
僧
良
辨
大
德 

有
り
、
去
る
天
平
十
二
年
庚
辰
十
月
八
日
を
以
て
、
金
鐘
山
寺
に
於
い
て
、
奉
り
て
聖
朝
の
為
に
、
青
丘
留
學
華
厳

審
詳
大
德
に
請
い
て
、
初
め
て
開
講
す
。）」
と
あ
る
。 

な
お
、
審
祥
も
ま
た
経
論
の
収
蔵
者
と
し
て
世
に
聞
こ
え
た
。
東
大
寺
の
写
経

所
で
は
、
し
ば
し
ば
審
祥
の
収
蔵
す
る
経
典
を
借
り
て
は
抄
写
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
は
天
平
一
四
年
に
入
寂
し
た
。
年
齢
は
不
詳
、
著

作
に
『
華
厳
起
信
觀
行
法
門
』
一
巻
が
あ
る
。

　

良
辨
（
六
八
九
～
七
七
三
）
は
、
初
め
、
義
淵
に
法
相
宗
を
学
ん
だ
が
、
後
に
慈
訓
か
ら
華
厳
宗
の
教
義
を
受
け
た
。
慈
訓
は
か
つ
て
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審
祥
に
華
厳
宗
を
学
ん
で
い
る
。
良
辨
は
東
大
寺
の
建
造
に
尽
力
し
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
「
少
僧
都
」

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
に
は
大
僧
都
・
僧
正
に
昇
進
し
た
。
日
本
の
奈
良
時
代
で
は
、
東
大
寺
は
華
厳
宗
の
中
心

的
な
道
場
で
あ
っ
た
。 

　

智
憬
は
良
辨
の
弟
子
で
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
か
ら
四
年
（
七
五
二
）
に
東
大
寺
絹
索
堂
に
て
《
華
厳
宗
》
を
講
義
し
た
が
、 

戒
律
と
浄
土
に
通
暁
し
て
い
た
。
元
暁
の
著
と
記
さ
れ
る
『
遊
心
安
樂
道
』 

は
、
研
究
者
は
智
憬
の
著
作
か
も
し
れ
な
い
と
見
て
い
る
。 

し
か
し
、『
大
日
本
古
文
書
』と
い
う
資
料
に
よ
れ
ば
、な
お
も
智
憬
の
か
す
か
な
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。天
平
一
四
年（
七
四
一
）、

智
憬
の
名
が
初
め
て
「
一
切
経
納
櫃
帳
」
の
中
に
見
え
る
が
、
当
時
は
沙
弥
で
あ
っ
た
。 

『
同
異
略
集
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
彼
は
十
一

歳
で
鐘
山
僧
統
良
辨
に
帰
依
し
、
十
七
歳
に
し
て
剃
度
し
て
正
式
な
僧
人
と
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
彼
は
お
お
よ
そ
七
二
五
年
頃
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
正
月
二
十
九
日
、
智
憬
は
審
詳
が
所
蔵
し
て
い
た
『
起
信
論
』
疏
二
巻
（
法
蔵
師
）・『
起
信
論

私
記
』
一
巻
、
又
疏
一
巻
（
大
行
師
撰
）・『
樞
要
私
記
』
二
巻
を
奉
請
し
て
い
る
。 

同
時
に
『
大
日
本
古
文
書
』
は
さ
ら
に
写
経
所
が

智
憬
に
本
を
返
却
し
た
こ
と
も
記
載
し
て
い
る
。
天
平
一
九
年（
九
四
七
）、『
解
深
密
経
』一
部
五
巻
を
返
す
。 

天
平
勝
宝
三
年（
七
五
一
）、

『
法
華
玄
賛
』
四
巻
（
基
法
師
撰
）
を
返
す
。 

同
年
四
月
五
日
、『
梵
網
経
疏
』
を
返
す
。 

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）、『
俱
舍
論
』
一
部
、

光
法
師
『
俱
舍
論
疏
』
一
部
十
五
巻
・
法
宝
師
『
俱
舍
論
疏
』
一
部
十
五
巻
を
返
す 

。
同
時
に
、
彼
は
さ
ら
に
釈
元
暁
『
無
量
寿
経
宗
要
』

に
注
釈
を
施
し
、『
無
量
寿
経
宗
要
指
事
』・『
無
量
寿
経
指
事
私
記
』
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
智
憬
の
関
心
は
『
起
信
論
』・『
俱
舍
論
』・『
無

量
寿
経
』
な
ど
の
方
面
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。『
同
異
略
集
』
は
智
憬
お
よ
び
奈
良
時
代
の
華
厳
宗
思
想
を
理
解
し
、
考

究
す
る
た
め
の
重
要
資
料
で
あ
り
、
智
憬
は
お
そ
ら
く
七
四
九
年
頃
に
こ
れ
を
著
述
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

現
存
す
る
『
同
異
略
集
』
が
「
青
丘
沙
門
見
登
之
補
」
と
記
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
同
異
略
集
』
第
四
「
建
立
唯
識
同
異
門
」
が
幾

度
も
太
賢
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
登
が
太
賢
の
著
作
を
引
用
し
た
た
め
に
「
補
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
三
国
遺
事
』
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
太
賢
は
新
羅
の
景
徳
王
（
七
四
二
～
七
六
五
）
の
時
代
に
活
動
し
た
。
東
大
寺
の
古
文
書
の
記
載
で
は
、
七
四
五
年
と
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七
五
一
年
に
太
賢
の
『
最
勝
王
経
料
顕
（
簡
）』
と
『
梵
網
経
古
跡
（
記
）』
を
書
写
し
て
お
り
、
同
時
に
太
賢
『
成
業
論
古
跡
記
』
も
書

写
し
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
智
憬
は
自
然
に
太
賢
の
著
作
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
『
同
異
略
集
』
に
は
太
賢
『
成
唯
識
論
学
記
』
を
引
用
し
た
長
い
注
釈
は
八
か
所
あ
り
、そ
の
う
ち
七
か
所
で
は
「
太
賢
集
云
」

と
表
記
す
る
。 
こ
れ
ら
は
撰
者
自
身
の
引
用
で
あ
っ
て
、後
世
、見
登
が「
補
」っ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。な
お
、『
同
異
略
集
』に
は
、「
集

者
云
」
が
一
回
、「
集
者
判
云
」
が
一
回
、「
集
者
案
云
」
が
一
回
、「
案
云
」
が
八
回
、見
え
て
い
る
。 

智
憬
は
『
同
異
略
集
』
の
中
で
、「
略

集
古
跡
為
備
私
志
…
…
忝
集
同
異
之
趣（
略
古
跡
を
集
め
て
備
と
為
し
て
私
に
志
す
…
…
忝
け
な
く
同
異
の
趣
を
集
む
）」と
述
べ
て
い
る
。 

「
略
集
」、「
忝
集
」
と
は
「
集
者
」
が
未
だ
「
補
わ
れ
た
」
の
形
態
を
見
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
同
異
略

集
』
の
作
者
は
智
憬
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
見
登
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現
行
本
が
「
見
登
」
と
記
す
の
は
、
後
世

に
お
け
る
写
本
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
　
三
、
智
憬
と
『
一
心
二
門
大
意
』

　

現
存
す
る
『
續
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
る
『
起
信
論
一
心
二
門
大
意
』
一
巻
は
、 「
楊
州
智
愷
作
」
と
記
す
。
日
本
の
鎌
倉
時
代
、
嘉
祿

二
年
（
一
二
二
六
）
高
野
山
道
範
の
『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』
に
は
、「『
起
信
論
』
序
者
智
愷
作
『
一
心
二
門
大
意
』
述
其
意
。（『
起
信

論
』
序
は
智
愷 『
一
心
二
門
大
意
』
を
作
り
て
其
の
意
を
述
ぶ
。）」
と
述
べ
ら
れ
る
。 

　

高
麗
の
義
天
（
一
〇
八
五
～
一
一
〇
一
）
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
總
録
』
巻
三
「
高
麗
有
本
見
行
録
」
に
は
、
記
載
「
智
愷
述
『
大
乗
起

信
論
疏
』
一
巻
」
と
記
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、 

或
い
は
こ
れ
が
そ
の
『
一
心
二
門
大
意
』
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
日
本
の
駒
込
西
教
寺
の
潮
音
（
一
七
八
三
～
一
八
三
六
）
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
筌
蹄
録
玄
談
』
が
評
論
し
て
「
其
文
如
和

文
、
必
是
偽
造
」
と
述
べ
て
お
り
、
望
月
信
亨
は
『
一
心
二
門
大
意
』
と
『
同
異
略
集
』
の
字
句
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
て
い
る
。 

我
々

は
『
一
心
二
門
大
意
』
に
引
か
れ
る
典
籍
、
字
句
の
典
故
、
義
理
思
想
に
基
づ
き
、
そ
の
作
者
と
撰
述
背
景
を
推
測
し
て
み
た
い
。
す
る
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と
、
以
下
の
［
表
一
］
の
よ
う
な
対
比
結
果
が
得
ら
れ
る
。

［
表
一
］

『
一
心
二
門
大
意
』

『
同
異
略
集
』

そ
の
他
出
典

夫
一
心
法
界
者
、
非
理
非
事
。
以
非
理
故
、
舉
體
起
萬
像

之
事
。
以
非
事
故
、
全
體
成
一
味
之
理
。
以
成
一
味
故
、

性
相
平
等
、
名
真
如
門
。
以
起
萬
像
故
、
因
果
差
別
、
稱

生
滅
門
。

一
心
法
界
、
非
靜
非
動
、
非
理
非
事
。
以
非
靜
故
、
舉
體

動
是
名
心
生
滅
門
。
以
非
動
故
、
舉
體
寂
靜
、
是
名
心
真

如
門
。 

集
者
云
、
一
心
法
界
、
以
離
靜
性
、
以
離
動
性
。

以
離
靜
性
故
、
動
作
萬
像
。
以
離
動
性
故
、
本
來
寂
靜
。

以
動
作
萬
像
、
故
流
成
梨
耶
等 

。

「
性
相
平
等
」
は
、『
仁
王
経
』・『
華
厳
経
』・『
大
集
経
』

に
由
来
す
る
。

一
心
之
源
者
、
不
動
一
身
而
遍
十
方
之
界
。

「
一
心
之
源
」
は
、『
金
剛
三
昧
経
論
』・
元
暁
『
大
乗
起

信
論
別
記
』
に
見
え
る
。

余
幸
生
東
隅
、
僅
會
遺
典
、
雖
慨
不
見
佛
、
而
慶
聞
幽
宗
。

卒
下
愚
之
情
、
括
聖
上
之
跡
、
作
四
句
之
頌
、
述
二
門
之

旨
、
庶
幾
懸
乎
日
月
、
伝
乎
曠
代
矣
！

余
幸
生
東
隅
、
僅
遇
遺
法
…
…
聊
卛
愚
霊
、
略
集
古
迹
、

為
備
私
志
、
不
好
流
通
。
庶
幾
同
趣
之
賢
垂
以
改
作
、
付

之
燕
石
、
伝
之
夜
光
、
云
爾
。 

撰
述
の
背
景
は
完
全
に
一
致
し
、
語
句
も
同
じ
で
あ
る
。

一
心
法
界
、
諸
法
之
總
體
、
諸
法
之
中
、
實
貫
於
二
門
、

以
為
宗
肝
。

今
此
『
起
信
論
』
中
、
諸
法
之
總
體
、
諸
法
之
中
、
實
無

障
礙
之
道
、
名
一
心
法
界
。 

一
心
法
界
、
舉
體
寂
靜
…
…
唯
是
一
心
、
故
名
真
如
。

一
心
舉
體
寂
靜
一
味
、遠
離
名
言
。 

一
心
舉
體
寂
靜
平
等
、

名
心
真
如
。
一
心
舉
體
起
動
差
別
、
名
心
生
滅
。 

一
心
法
界
、
雖
自
性
不
動
而
隨
他
動
轉
。
如
來
蔵
心
、
自

性
不
動
義
、
名
性
淨
本
覺
。
即
蔵
心
隨
他
動
之
義
、
是
名

隨
染
本
覺
。

集
者
云
、
一
心
舉
體
自
性
不
動
而
隨
他
動
、
其
自
性
不
動

名
為
性
淨
本
覺
、
其
隨
他
動
義
名
為
隨
染
本
覺
。 

『
本
際
経
』
云
、
即
此
法
身
、
流
轉
五
道
、
名
為
衆
生
。

故
経
云
、
即
此
法
界
、
流
轉
五
道
、
名
為
衆
生
。

ま
た
『
本
際
経
』・『
流
轉
本
際
経
』
と
も
称
す
る
。
一
説

に
よ
れ
ば
『
不
增
不
減
経
』
か
ら
引
か
れ
た
と
も
言
う
が
、

待
考
。

又
有
経
偈
云
、
無
明
力
最
大
、
能
動
一
法
界
、
遍
生
死
等
。
又
有
経
偈
言
、無
明
力
最
大
、能
動
一
法
界
、遍
生
二
生
死
。 

「
無
明
力
最
大
」
は
現
在
す
る
吉
蔵
『
勝
鬘
宝
窟
』
に
出

て
お
り 

、『
勝
鬘
経
』
の
中
で
は
「
無
明
住
地
、其
力
最
大
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
偈
頌
は
全
く
無
い
。

　
『
一
心
二
門
大
意
』
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
引
用
さ
れ
る
経
典
に
は
、
四
巻
『
楞
伽
経
』・『
大
般
涅
槃
経
』・『
不
增
不
減
経
』・『
勝
鬘
経
』・
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晉
譯
『
華
厳
経
』
が
有
る
。
し
か
し
、『
一
心
二
門
大
意
』
中
で
『
不
增
不
減
経
』
を
『
本
際
経
』・『
流
轉
本
際
経
』
と
呼
ぶ
の
は
、
確

か
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
呼
び
方
で
あ
る
。

　

な
お
、『
一
心
二
門
大
意
』
に
も
重
要
な
引
用
文
と
し
て
、「『
流
轉
本
際
経
』
云
、即
此
法
界
、返
流
盡
源
、説
名
為
佛
。（『
流
轉
本
際
経
』

に
云
え
ら
く
、
即
ち
此
の
法
界
、
流
に
返
り
て
源
を
盡
く
し
、
説
き
て
名
づ
け
て
佛
と
為
す
。）」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。 『
不
增
不
減
経
』

に
次
の
よ
う
に
言
う
。

即
此
法
身
過
於
恆
沙
、 
無
邊
煩
惱
所
纏
、
從
無
始
世
來
、
隨
順
世
間
、
波
浪
漂
流
、
往
來
生
死
、
名
為
衆
生
…
…
即
此
法
身
離
一

切
世
間
煩
惱
使
纏
、
過
一
切
苦
、
離
一
切
煩
惱
垢
、
得
淨
得
清
淨
、
住
於
彼
岸
清
淨
法
中
…
…
名
為
如
來
応
正
遍
知
。（
即
ち
此
の

法
身 

恆
沙
を
過
ぎ
て
、
無
邊
の
煩
惱
の
纏
わ
る
所
、
無
始
世
よ
り
こ
の
か
た
、
世
間
に
隨
順
し
、
波
浪
に
漂
流
り
、
往
來
に
生
死
す
、
名
づ
け
て
衆
生

と
為
す
…
…
即
ち
此
の
法
身 

一
切
の
世
間
を
離
れ
、
煩
惱 

纏
わ
ら
し
め
、
一
切
苦
を
過
ぎ
、
一
切
の
煩
惱
垢
を
離
れ
、
淨
を
得
て
清
淨
を
得
、
彼
岸
の

清
淨
法
中
に
住
む
…
…
名
づ
け
て
如
來
応
正
遍
知
と
為
す
。） 

　

本
経
は
「
一
法
界
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、つ
ま
り
不
増
不
滅
の
一
法
界
で
あ
る
。
経
典
の
説
く
と
こ
ろ
に
依
拠
す
れ
ば
、所
謂
「
一

法
界
」
と
は
、
す
な
わ
ち
第
一
義
諦
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
衆
生
界
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
如
来
蔵
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
法
身
で
あ
る
と
い
う
。 

し
か
る
に
、
経
中
で
言
う
「
如
来
蔵
」
と
は
つ
ま
り
「
本
際
」
で
あ
り
、
頑
迷
な
衆
生
と
既
に
悟
っ
た
法
身
い
ず
れ
も
如
来
蔵
を
本
質
と

す
る
か
ら
、
こ
の
意
義
の
も
と
で
は
、
如
来
蔵
は
一
法
界
と
名
付
け
ら
れ
る
。
同
時
に
、
法
身
と
衆
生
界
と
い
う
二
つ
の
立
場
か
ら
、
衆

生
と
法
身
と
が
平
等
に
し
て
一
つ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
流
轉
五
道
」
と
「
返
流
盡
源
」
の
思
想
も
ま
た
延
昌
四
年
（
五
一
五
）
に
抄
写
さ
れ
た
敦
煌
本S.

五
二
四
『
勝
鬘
経
疏
』

に
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
善
惡
法
違
如
來
蔵
而
生
死
故
、
輪
轉
無
窮
。
善
法
之
起
順
如
來
蔵
故
、
返
流
盡
源
。（
善
惡
の
法 

如
來
蔵
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に
違
い
て
生
死
す
る
が
故
に
、
輪
轉
し
て
窮
ま
り
無
し
。
善
法
の
起
こ
る
や
如
來
蔵
に
順
う
が
故
に
、
流
れ
に
返
り
て
源
を
盡
く
す
。）」

と
い
う
。 

淨
影
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
巻
三
末
に
「『
不
增
不
減
経
』
言
、
即
此
法
界
、
輪
轉
五
道
、
名
曰
衆
生
。（『
不
增
不
減
経
』
に

言
え
ら
く
、
即
ち
此
の
法
界
、
五
道
に
輪
轉
し
、
名
づ
け
て
衆
生
と
曰
う
。）」
と
い
う
。 

彼
の
引
用
に
よ
れ
ば
、『
一
心
二
門
大
意
』
の

引
用
文
の
字
句
と
は
、
つ
ま
り
『
不
增
不
減
経
』
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
大
乗
止
觀
法
門
』
は
二
度
「
流
轉
五
道
説
名
衆
生
、
反
流

盡
源
説
名
為
佛
。（
流
轉
五
道
は
説
き
て
衆
生
と
名
づ
け
、
反
流
盡
源
は
説
き
て
名
づ
け
て
佛
と
為
な
す
。）」
と
い
う
句
を
引
用
す
る
が
、 

語
句
・
思
想
い
ず
れ
も
『
一
心
二
門
大
意
』
と
全
て
一
致
す
る
。
そ
の
他
、
新
羅
華
厳
宗
僧
人
表
員
の
『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
巻
三

も
ま
た
こ
の
句
を
引
用
す
る
。 
こ
の
よ
う
に
、『
一
心
二
門
大
意
』
中
の
『
本
際
経
』
と
『
流
轉
本
際
経
』
と
は
、つ
ま
り
『
不
增
不
減
経
』

の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

上
掲
の
表
の
語
句
の
対
比
に
よ
れ
ば
、『
一
心
二
門
大
意
』
の
作
者
と
は
、
す
な
わ
ち
日
本
東
大
寺
華
厳
僧
人
智
憬
で
あ
る
と
推
測
で

き
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）『
一
心
二
門
大
意
』
と
『
同
異
略
集
』
の
撰
述
背
景
は
同
じ
く
、
作
者
は
自
己
が
「
余
幸
生
東
隅
、
僅
會
遺
典
」
こ
と
を
感
嘆
し
、

語
句
と
語
調
も
み
な
同
じ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、『
一
心
二
门
大
意
』
中
の
い
く
つ
か
の
句
は
、『
同
異
略
集
』
中
の
「
集
者
云
」
と
共
通

し
て
お
り
、
ま
さ
に
両
者
が
同
一
の
作
者
す
な
わ
ち
智
憬
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　
（
二
）『
一
心
二
門
大
意
』
の
語
句
と
主
要
思
想
は
、
い
ず
れ
も
智
憬
『
同
異
略
集
』
と
一
致
す
る
。「
全
体
成
一
味
之
理
」
と
は
つ
ま

り
性
相
平
等
の
「
真
如
門
」
で
あ
り
、「
起
万
像
」
と
は
つ
ま
り
因
果
差
別
の
「
生
滅
門
」
で
あ
る
。
こ
の
二
門
は
差
別
が
平
等
と
異
な

ら
ず
、
平
等
が
差
別
と
異
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
両
者
い
ず
れ
も
「
一
心
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
三
）「
性
浄
本
覚
」
と
「
随
染
本
覚
」
は
元
暁
『
起
信
論
疏
』
と
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
に
お
け
る
主
要
概
念
で
あ
る
。「
性
浄

不
染
」
は
妄
染
と
は
相
対
せ
ず
、
真
事
本
覚
の
体
相
と
は
本
来
自
性
清
浄
で
あ
り
、
無
限
の
業
用
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
「
随
染
本

覚
」
と
は
作
用
と
い
う
点
か
ら
本
覚
を
説
き
、始
覚
の
智
慧
が
妄
染
を
打
破
す
る
作
用
に
お
い
て
本
学
の
体
相
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
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『
一
心
二
門
大
意
』
に
述
べ
ら
れ
る
内
容
は
、
元
暁
・
法
蔵
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
思
想
を
脈
々
と
受
け
継
い
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。『
正
倉
院
文
書
』
に
よ
れ
ば
、天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
七
月
、法
蔵
『
起
信
論
別
記
』
二
巻
を
抄
写
し
た
と
あ
る
。 

ま
た
、

天
平
一
六
年
（
七
四
四
）
六
月
、抄
経
所
が
慈
訓
に
元
暁
『
華
厳
経
疏
』・
法
蔵
『
華
厳
経
疏
』
を
借
り
て
抄
写
、 

天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）

九
月
、
法
蔵
『
起
信
論
疏
』・
慧
遠
『
起
信
論
疏
』・
元
暁
『
起
信
論
別
記
』 

等
を
抄
写
し
た
と
も
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
智
憬
は
東
大
寺

で
審
祥
・
良
辨
か
ら
元
暁
・
法
蔵
の
『
華
厳
経
』・『
起
信
論
』
の
注
疏
を
学
び
、
目
録
の
編
集
に
参
与
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
四
）『
一
心
二
門
大
意
』
は
理
事
・
平
等
・
差
別
・
一
心
な
ど
の
華
厳
思
想
の
核
心
的
観
念
に
よ
っ
て
『
起
信
論
』
を
解
釈
し
、「
一
心
法
界
」

の
「
流
伝
」
と
「
還
源
」
に
基
づ
き
「
一
心
二
門
」
を
解
釈
す
る
。
偈
頌
に
曰
く
、

平
等
之
平
等
、
平
等
之
差
別
、
差
別
之
差
別
、
一
心
流
轉
門
。
差
別
之
差
別
、
差
別
之
平
等
、
平
等
之
平
等
、
一
心
還
源
義
。（
平

等
の
平
等
、
平
等
の
差
別
、
差
別
の
差
別
、
一
心
流
轉
の
門
な
り
。
差
別
の
差
別
、
差
別
の
平
等
、
平
等
の
平
等
、
一
心
還
源
の
義
な
り
。） 

平
等
と
差
別
の
相
と
は
つ
ま
り
円
融
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
蔵
『
起
信
論
義
記
』
の
論
証
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
智
憬
の
思
想

背
景
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
一
心
二
門
大
意
』
の
作
者
が
智
憬
だ
と
す
る
と
、
そ
の
撰
述
時
期
は
お
お
よ
そ
七
五
〇
年
前
後
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ

現
行
本
に
「
楊
州
智
愷
作
」
と
記
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
『
義
天
録
』
が
撰
述
さ
れ
た
一
〇
八
六
年
頃
に
は
、既
に
「
智
愷
作
」

と
標
題
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
こ
に
あ
る
種
の
歴
史
的
偶
然
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
憬
」
の
日
本
語

音
は
「
け
い
」
で
あ
り
、「
愷
」（
か
い
）
の
発
音
と
か
な
り
近
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
智
愷
作
」
と
題
し
た
原
因
は
二
つ
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
智
憬
が
自
分
か
ら
「
智
愷
」
に
仮
託
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
智
憬
は
当
時
の
『
起
信
論
』
と
玄
奘
系
唯
識
思
想
と

の
論
争
に
つ
い
て
、自
己
の
考
え
を
述
べ
て
お
り
、相
次
い
で
『
同
異
略
章
』
と
『
一
心
二
門
大
意
』
を
撰
述
し
た
が
、『
一
心
二
門
大
意
』
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を
さ
ら
に
流
布
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、「
智
愷
」
に
仮
託
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
当
時
東
大

寺
の
写
経
所
が
智
憬
に
経
典
を
借
り
て
抄
写
を
し
て
い
た
が
、
自
己
の
著
作
、
つ
ま
り
『
一
心
二
門
大
意
』
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
「
智
憬
」
と
「
智
愷
」
の
発
音
が
近
い
が
た
め
に
、
写
経
生
が
写
し
間
違
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
智
憬
が
『
一

心
二
門
大
意
』
を
書
き
あ
げ
た
後
、後
世
、本
書
は
流
伝
に
よ
り
新
羅
へ
と
渡
り
、ま
た
日
本
に
お
い
て
も
広
く
流
伝
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

智
憬
が
智
愷
に
「
偽
託
」
し
た
心
境
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、『
一
心
二
門
大
意
』・『
同
異
略
集
』
の
両
書
の
序
と
現
存
す
る
「
智
愷
作
」

の
「
起
信
論
序
」
の
字
句
を
比
較
し
て
み
る
と
、
以
下
の
［
表
二
］
の
よ
う
に
な
る
。

［
表
二
］

『
起
信
論
序
』

『
一
心
二
門
大
意
』

『
同
異
略
集
』

余
雖
慨
不
見
聖
、
慶
遇
玄
旨
、
美
其
幽
宗
、
戀
愛
無
已
。

不
揆
無
聞
、
聊
由
題
記
、
儻
遇
智
者
、
賜
垂
改
作
。 

余
幸
生
東
隅
、僅
會
遺
典
。
雖
慨
不
見
佛
、而
慶
聞
幽
宗
。 

余
幸
生
東
隅
、
僅
遇
遺
法
…
…
庶
幾
同
趣
之
賢
聖
、
垂
以

改
作
、
付
之
苝
石
、
伝
之
夜
光
。
冀
將
來
之
窮
達
、
幸
垂

賜
改
作
。 

　

こ
の
や
や
短
い
一
段
の
中
で
、「
慨
不
見
」「
慶
遇
」「
幽
宗
」「
賜
垂
改
作
」
な
ど
の
語
句
が
み
な
共
通
し
て
い
る
。
三
者
の
語
句
と
語

調
の
共
通
性
は
、
一
人
の
作
者
に
よ
り
書
か
れ
た
た
め
か
、
さ
も
な
く
ば
、
後
の
二
書
が
「
起
信
論
序
」
を
模
倣
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。『
一
心
二
門
大
意
』
と
『
同
異
略
集
』
は
紛
れ
も
な
く
智
憬
の
著
作
と
み
な
せ
る
か
ら
、智
憬
が
「
智
愷
作
」
と
さ
れ
る
「
起
信
論
序
」

の
語
句
と
語
調
を
模
倣
し
た
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
。
当
然
、現
存
す
る
「
起
信
論
序
」
が
「
智
愷
作
」
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、

ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　
『
一
心
二
門
大
意
』
と
『
同
異
略
章
』
は
い
ず
れ
も
奈
良
東
大
寺
華
厳
宗
僧
人
智
憬
の
著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
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で
は
前
者
に
は
「
楊
州
智
愷
作
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
者
は
確
か
に
新
羅
見
登
の
作
品
で
あ
る
と
し
て
、『
韓
国
佛
教
全
書
』
に

収
録
さ
れ
た
。 

し
か
し
、『
大
日
本
佛
教
全
書
』
に
は
却
っ
て
こ
の
二
書
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
未
だ
な
お
智
憬
の
作
品
と
も
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
の
検
討
を
通
じ
て
、
こ
の
懸
案
が
解
決
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
日
本
仏
教
は
、
中
国
仏

教
と
韓
国
仏
教
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
智
憬
の
こ
の
一
件
を
例
と
す
れ
ば
、
ま
た
日
本
仏
教
に
も
中
国
仏
教
や
韓
国
仏

教
に
対
す
る
「
逆
流
」
や
「
反
哺
」
の
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
【
注
】

（
１
）こ
こ
百
年
来
の
仏
教
学
界
で
の『
起
信
論
』に
対
し
て
の
様
々
な
言
説
に
つ
い
て
は
、黄
夏
年「『
大
乗
起
信
論
』百
年
研
究
之
路
」（『
普
門
學
報
』第
六
期
・

二
〇
〇
一
年
、
頁
一
～
二
一
）
に
詳
し
い
。

（
２
）『
東
域
伝
灯
目
錄
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
一
一
五
九
上
）。

（
３
）『
華
厳
宗
章
疏
并
因
明
錄
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
一
一
三
四
中
）。

（
４
）『
東
域
伝
灯
目
錄
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
一
一
五
九
上
）。

（
５
）『
五
教
章
通
路
記
』
巻
一
に
「
日
本
智
憬
大
德
云
、
新
羅
元
暁
法
師
、
飛
龍
之
化
、
讚
於
青
丘
、
故
字
香
象
。
伝
記
如
斯
、
見
者
知
之
。
已
上
彼
師
『
起

信
唯
識
同
異
章
』
文
。」
と
あ
り
（『
大
正
蔵
』
巻
七
二
、頁
二
九
七
中
）、ま
た
巻
二
十
一
に
「
興
福
寺
智
憬
大
德
作
『
起
信
唯
識
同
異
章
』、陳
兩
論
義
、

研
竅
同
異
。」
と
あ
る
。（『
大
正
蔵
』
巻
七
二
、
頁
四
五
八
中
）。

（
６
）『
起
信
論
同
異
略
集
』
巻
下
（『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
四
五
、
頁
二
七
六
上
）。

（
７
）『
起
信
論
同
異
略
集
』
巻
下
（『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
四
五
、
頁
二
五
五
中
）。

 （
８
）
崔
鈆
植
「『
大
乗
起
信
論
同
異
略
集
』
の
著
者
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
短
期
大
學
佛
教
論
集
』
第
七
号
、
二
〇
〇
一
年
、
頁 

二
二
五
～
二
二
八
。）

（
９
）
楊
曾
文
『
日
本
佛
教
史
』（
杭
州
、
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
頁
七
一
）

（
10
）
普
機
『
華
厳
一
乗
開
心
論
』、『
大
正
蔵
』
巻
七
二
、
頁
一
三
中
～
下
。
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（
11
）
楊
曾
文
『
日
本
佛
教
史
』（
前
掲
書
）
頁
七
二

 （
12
）『
東
大
寺
華
厳
別
供
緣
起
』（
筒
井
英
俊
編
『
東
大
寺
要
錄
』、
東
京
、
国
書
刊
行
會
、
一
九
四
四
年
、
頁
一
五
六
～
一
五
七
。『
三
国
佛
法
伝
通
緣
起
』、

『
大
日
本
佛
教
全
書
』
巻
一
〇
一
、
頁
一
八
～
二
三
。

（
13
）『
大
正
蔵
』
巻
七
四
。

（
14
）
辻
本
俊
郎
「『
遊
心
安
樂
道
』
の
著
者
に
つ
い
て
、『
無
量
寿
経
論
』
を
手
が
か
り
と
し
て
」（『
ア
ジ
ア
學
科
年
報
』
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
頁

二
三
）。
大
阪
大
学
の
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
愛
宕
邦
康
は
二
〇
〇
一
年
の
博
士
論
文
「『
遊
心
安
樂
道
』
の
研
究
」
に
お
い
て
、
専
門
的
に
こ
の
テ
ー

マ
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

（
15
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
九
、
頁
四
九
四
。

（
16
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
二
、
頁
三
八
六
～
三
八
七
。

（
17
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
九
、
頁 
六
一
二
～
六
一
三
。

（
18
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
三
、
頁
五
四
九
。

（
19
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
一
、
頁
五
二
〇
～
五
二
三
。

（
20
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
二
、
頁
三
九
〇
。

（
21
）『
東
域
伝
灯
目
錄
』、『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
一
一
五
〇
下
。

（
22
）
崔
鈆
植
は
石
田
茂
『
寫
経
よ
り
見
た
る
奈
良
佛
教
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
年
）
の
附
録
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
目
錄
」
の
中
の
N
〇
.

一
九
九
七
・
二
二
三
七
・
二
六
九
六
を
引
用
す
る
。

（
23
）『
起
信
論
同
異
略
集
』
巻
下
、『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
四
五
、
頁
二
六
二
下
～
二
六
三
中
。『
成
唯
識
論
學
記
』
巻
上
末
、『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
五
〇
、

頁
三
一
下
～
三
二
中
。 

（
24
）
崔
鈆
植
「『
大
乗
起
信
論
同
異
略
集
』
の
著
者
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
短
期
大
學
佛
教
論
集
』
第
七
号
、
二
〇
〇
一
年
、
頁
二
二
〇
）。

（
25
）『
起
信
論
同
異
略
集
』
巻
上
、『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
四
五
、
頁
二
五
五
中
。

（
26
）『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
第
四
五
巻
所
収
。

（
27
）『
釈
摩
訶
衍
論
応
教
鈔
』、『
大
正
蔵
』
巻
六
九
、
頁
五
九
一
上
。
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（
28
）『
新
編
諸
宗
教
蔵
總
錄
』
巻
三
、『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
一
一
七
五
上
。

（
29
）
望
月
信
亨
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
）、
頁
二
〇
五
～
二
〇
七
。

（
30
）『
起
信
論
一
心
二
門
大
意
』、『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
四
五
、
頁
一
五
三
中
。

（
31
）『
不
增
不
減
経
』、『
大
正
蔵
』
巻
一
六
、
頁
四
六
七
中
。

（
32
）『
不
增
不
減
経
』、『
大
正
蔵
』
巻
一
六
、
頁
四
六
七
上
。

（
33
）『
勝
鬘
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
巻
八
五
、
頁
二
七
七
上
。

（
34
）『
大
乗
義
章
』
巻
三
末
、『
大
正
蔵
』
巻
四
四
、
頁
五
三
〇
上
。

（
35
）『
大
乗
止
觀
法
門
』
巻
一
・
二
、『
大
正
蔵
』
巻
四
六
、
頁
六
四
三
下
・
六
四
八
下
。

（
36
）『
華
厳
経
文
義
要
決
問
答
』
巻
三
に
「
又
如
経
説
、
即
此
法
界
、
流
轉
五
道
、
名
為
衆
生
。
返
流
盡
源
、
説
名
為
佛
。（
又
た
如
経
説
、
即
此
法
界
、
流

轉
五
道
、
名
為
衆
生
。
返
流
盡
源
、
説
名
為
佛
。）」
と
あ
る
。（『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
八
、
頁
四
三
三
中
）。

（
37
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
八
、
頁
二
一
八
～
二
一
九
。

（
38
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
八
、
頁
一
八
九
～
一
九
一
。

（
39
）『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
三
、
頁
一
五
五
～
一
五
六
。

（
40
）『
起
信
論
一
心
二
門
大
意
』、『
卍
新
纂
續
蔵
経
』
巻
四
五
、
頁
一
五
二
上
。

（
41
）『
大
乗
起
信
論
同
異
略
章
』
は
『
韓
国
佛
教
全
書
』
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
員　

佐
々
木
聡　

日
本
語
訳
）


